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　　子どもからお年寄りまで親しめる名前を市民の方から募集し、
　当時、千葉市在住の書家 大和久霽月（おおわくさいげつ）氏に

書いていただいたものです。

　おかげさまで、1995年（平成７年）１０月に創刊号を刊行して以来、
今号で第100号を迎えることができました。
　年４回の発行ですから、25年、四半世紀を経過しました。

　当初は、ボランティアの規模は小さかったのですが、現在は80団体と個人
ボランティアとで2000名を超える皆さんが社協に登録しています。また休日
のみ活動する方や、中学生、高校生、大学生のボランティアの活動も活発になっ
てきています。

　昨今は、高齢化が進み「人生百年時代」と言われています。
　これからも活動中のボランティアや新たにボランティアを目指
す方への情報紙として、事例紹介や情報交換の場の提供に努め
ます。
　皆様のご支援ご声援を引き続きよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員一同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアセンター
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こ
の
度
、
四
街
道
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
「
て
と
手
」

が
記
念
と
な
る
１
０
０
号
の
発
行
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
61
年
の
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
活
動
に
関
す
る
相
談
・
斡
旋
や
各
種
講
座
・
研
修
会
の
開
催
な
ど
、

多
種
多
様
な
支
援
活
動
を
展
開
さ
れ
、
誰
も
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
中
学
生
や
高
校
生
の
活
動
も
活
発
化
し
、
開
設
当
初
12
で
あ
っ

た
登
録
団
体
数
も
80
ま
で
増
加
、
会
員
数
で
は
２
０
０
０
名
を
超
え
る
な

ど
、
地
域
に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
の
支
え
合
い
を
大
切
に
、「
四
街
道

市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
四
街
道
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
か
ら
も
輝
か
し

い
伝
統
を
継
承
さ
れ
、
ま
す
ま
す
ご

発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

創
刊
１
０
０
号
発
行
に
寄
せ
て

　
　

四
街
道
市
長　
　

佐
渡　

斉

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
紙
「
て
と
手
」
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
「
身
近
な
情
報
」「
新
し
い
情
報
」「
正
し
い
情
報
」
を
市
民
に

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
情
報
紙
と
し
て
、
平
成
７
年
10
月
15
日
に

創
刊
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
創
刊
号
に
先
立
っ
て
７
月
15
日
に
発
行
し
た

準
備
号
で
公
募
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら

始
め
た
い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
け
が
必
要
な
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
と

手
が
繋
が
り
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
街
づ
く
り
の
一
つ
の
手
段
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
込
め
て
「
て
と
手
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

思
い
を
25
年
も
の
間
繋
げ
、
こ
の
度
、
記
念
す
べ
き
第
１
０
０
号
の
発
行

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
方
の
役
に
立

ち
、
よ
り
皆
様
に
愛
さ
れ
る
情
報
紙
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の
情
報
紙
を

作
り
上
げ
て
き
た
歴
任
の
編
集
委
員
の

皆
様
を
は
じ
め
、寄
稿
く
だ
さ
っ
た
方
々

な
ら
び
に
楽
し
み
に
読
ん
で
下
さ
っ
た

方
々
な
ど
、「
て
と
手
」の
発
行
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
、
記
念
号
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
紙
「
て
と
手
」

　
　
　

第
１
０
０
号
発
行
に
寄
せ
て

　

四
街
道
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　
　

矢
口　

廣
見

3 申し込み・問い合わせは四街道市ボランティアセンターへ  ☎ 4 2 1 － 6 3 0 0（社会福祉協議会内）

　
　

障
害
者
支
援
施
設  

永
幸
苑

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤 

智
子 

さ
ん

　

私
は
平
成
15
年
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で
編
集
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
16
年
間
、
様
々
な

委
員
の
方
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

四
街
道
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
の
は
私
の
財
産
で
す
。

　

編
集
の
中
で
苦
労
し
た
け
れ
ど
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
、
タ
イ
ト
ル
を
決

め
る
こ
と
で
し
た
。
特
集
内
容
を
決

め
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
原
稿

を
基
に
タ
イ
ト
ル
を
決
め
る
の
で
す

が
、
編
集
委
員
の
皆
で
意
見
を
出
し

合
い
記
事
に
ピ
ッ
タ
リ
の
タ
イ
ト
ル

が
決
ま
っ
た
時
は
と
て
も
す
っ
き
り

し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
の
活
き
活
き
と
し
た
姿
を
拝
見

し
、「
い
つ
か
私
も
四
街
道
で
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

四
街
道
フ
ォ
レ
ス
ト　

Ｋ
・
Ｔ 

さ
ん

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌
「
て
と
手
」

の
１
０
０
号
が
発
行
さ
れ
る
と
の
こ

と
、
編
集
委
員
の
皆
様
に
ご
苦
労
様

と
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
も
68
号
〜
87
号
ま
で
編
集
で
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

編
集
の
や
り
方
な
ど
、
全
く
素
人

の
私
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
事
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
営
業
担
当

で
、
毎
日
が
数
字
と
の
に
ら
め
っ
こ

で
、
文
章
な
ど
ま
じ
め
に
書
い
た
記

憶
も
な
い
私
が
、
編
集
委
員
な
ど
で

き
る
か
と
悩
み
ま
し
た
が
、
受
け
た

以
上
や
っ
て
み
よ
う
と
取
り
組
ん
だ

５
年
間
で
し
た
。
取
材
の
為
施
設
を

訪
問
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表
の

方
に
お
話
を
伺
っ
た
り
、
実
際
に
現

場
を
歩
い
て
み
た
り
と
、
当
時
の
編

集
委
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

自
分
自
身
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

思
う
よ
う
に
出
来
ま
せ
ん
が
、
楽
し

ん
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、

も
っ
と
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
頑
張
り
で
四
街
道
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
街
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊
初
期
の
頃
、
紙
面
で
の
工
夫
は
？

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
体
験
談
や
、
感
想
を

記
事
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。

＊
当
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
色

は
？

　

県
立
千
葉
盲
学
校
を
は
じ
め
、
視

覚
障
が
い
に
関
す
る
施
設
が
あ
る
の

で
、
視
覚
障
が
い
者
に
携
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
多
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
病
院
で
は
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
病
棟
が
あ
り
、
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

＊
創
刊
以
来
25
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
感
想
は
？

　

主
婦
や
定
年
後
の
皆
さ
ん
が
活
動

し
て
い
る
の
に
加
え
て
、
仕
事
が
現

役
の
方
、
中
・
高
校
生
、
大
学
生
も

参
加
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
年
齢

層
が
グ
ッ
と
広
く
な
っ
て
き
た
こ
と

は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
こ
れ
か
ら

も
〝
や
っ
て
て
よ
か
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
〞
と
思
え
る
よ
う
な
情
報
を

発
信
し
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

学
習
補
助
な
ど
直
接
患
者
と
関
わ
る

活
動
か
ら
、
患
者
の
洋
服
の
加
工
や

点
滴
バ
ン
ド
の
作
製
、
花
壇
の
お
手

入
れ
、
車
椅
子
清
掃
な
ど
環
境
に
関

わ
る
活
動
ま
で
、
本
当
に
幅
広
く
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
延
べ
１
３
１
７

名
、
２
９
９
８
・
75
時
間
の
活
動
実

績
と
な
り
、
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
当
院
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
に
は
気
持
ち
よ
く
活
動
を
継
続
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
当
院
患

者
と
の
繋
が
り
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
病
院
と
し
て
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下
志
津
病
院
で
は
、
重
症
心
身
障

害
病
棟
・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
・

小
児
科
病
棟
に
お
い
て
日
々
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
歴
史
は

長
く
、
ま
だ
国
立
療
養
所
だ
っ
た
１

９
５
６
年
に
千
葉
大
学
の
学
生
が
入

院
中
の
小
児
カ
リ
エ
ス
患
者
の
学
習

指
導
を
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。
１
９
７
６
年
か
ら
は
本
格
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
、
現
在
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
内
容
も
受
入
を
始
め
た
当
初
よ
り

多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

行
事
の
お
手
伝
い
を
始
め
、
患
者

の
趣
味
・
余
暇
活
動
の
支
援
や
話
し

相
手
、
入
浴
後
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
か
け
、

〜 みなさんに聞きました 〜

ボランティアセンター
コーディネーターに聞きました

国立病院機構下志津病院とボランティア
　療育指導室主任児童指導員　髙原和恵さん



地域交流

個人ボランティア

・ NPO法人四街道プレーパークどんぐりの森
・ NPO法人四街道こどもネットワーク
・ 四街道市レクリエーション協会　　
・ 四街道おもちゃ病院
・ 子育てぽけっと

・ おしゃべりサロン「ぬくもり」
・ おはよう・ふれあい活動推進チーム
・ 鹿放ケ丘ふれあい会＆サロン　　
・ わろうべの里づくりの会
・ 地域支え合い推進会議
　　ミニ協議体「チーム旭ヶ丘」　

障害者支援

・ 四街道拡大写本の会 
・ おもちゃ図書館　　　
・ 音訳グループ　こもれび　　　
・ 心のボランティア　オアシス　　　　　
・ 手話サークル　ひまわり　　
・ 第一福祉作業所
・ 点訳グループ「きつつきの会」
・ フリースペース　ほっと
・ NPO福祉法人ショップ  こんぺいとう　
・ ガイドヘルプグループ  四街道友愛の会
・ まごころ
・ 四街道市手をつなぐ親の会・若葉の会
・ 手話ダンス さくらそう　

・ 四街道拡大写本の会 
・ おもちゃ図書館　　　
・ 音訳グループ　こもれび　　　
・ 心のボランティア　オアシス　　　　　
・ 手話サークル　ひまわり　　
・ 第一福祉作業所
・ 点訳グループ「きつつきの会」
・ フリースペース　ほっと
・ NPO福祉法人ショップ  こんぺいとう　
・ ガイドヘルプグループ  四街道友愛の会
・ まごころ
・ 四街道市手をつなぐ親の会・若葉の会
・ 手話ダンス さくらそう　

・ ユニークダンス グループ
・ 四街道市国際交流協会
・ 図書館サポーター
・ 四街道U-Iライオンズクラブ
・ 収集・整理(古切手･牛乳パック)

子どもの育成

・ 合歓の会
・ こまりごとお手伝いの会
・ 三才区雪隠クラブ　
・ 付添いボランティア　　
・ ふるーつばすけっと

・ NPO法人四街道プレーパークどんぐりの森
・ NPO法人四街道こどもネットワーク
・ 四街道市レクリエーション協会　　
・ 四街道おもちゃ病院
・ 子育てぽけっと

在宅者支援

・ 四街道高等学校J.R.C
・ 愛国学園J.R.C
・ 千葉敬愛高校
　 　ボランティア同好会

学校活動 趣味を生かして

・ あさひクヌギの里
・ NPO法人四街道メダカの会　
・ 総合公園の植生調査の会　　
・ やまなし「月見の里」づくりの会
・ 四街道自然同好会
・ 四街道グリーンヴォランティアーズ
・ 四街道市の安全でおいしい水を守る会
・ 四街道食と緑の会
・ 四街道フォレスト
・ 旭ヶ丘環境美化の会
・ 千代田花壇愛好会
・ もみの会
・ ちばぎんVネットクラブ
・ 四街道ストップ温暖化委員会
・ 四街道マップ活用交流会
・ ふるさと四街道の歴史学習会
・ 四街道市文化財ボランティアガイドの会
・ 歩楽人よつかいどう

・ あさひクヌギの里
・ NPO法人四街道メダカの会　
・ 総合公園の植生調査の会　　
・ やまなし「月見の里」づくりの会
・ 四街道自然同好会
・ 四街道グリーンヴォランティアーズ
・ 四街道市の安全でおいしい水を守る会
・ 四街道食と緑の会
・ 四街道フォレスト
・ 旭ヶ丘環境美化の会
・ 千代田花壇愛好会
・ もみの会
・ ちばぎんVネットクラブ
・ 四街道ストップ温暖化委員会
・ 四街道マップ活用交流会
・ ふるさと四街道の歴史学習会
・ 四街道市文化財ボランティアガイドの会
・ 歩楽人よつかいどう

自然・環境保護・史跡

ボランティア総数2098名中、個人で活動している方は約460名います。（2020年9月現在）
その中には、地域のサロン、移送、アロマで手もみ、リサイクル、地域の遊具修理、
地域清掃などで活動している方や、中学生、高校生、大学生の方もいます。

ボランティア総数2098名中、個人で活動している方は約460名います。（2020年9月現在）
その中には、地域のサロン、移送、アロマで手もみ、リサイクル、地域の遊具修理、
地域清掃などで活動している方や、中学生、高校生、大学生の方もいます。

・ あゆみ会　　　
・ 明るい社会づくり　　　
・ 水曜会　　　　　
・ ガールスカウト千葉県第62団　　
・ 傾聴ボランティア ダンボ
・ 傾聴ボランティア「さくらそう」
・ 認定NPO法人 たすけあいの会ふきのとう
・ 八ツ手の会 
・ チューリップ　
・ もえぎ　

施設・病院等

・ 手づくりの会
・ 折り紙であそ房
・ こまくさ会
・ 大正琴協会
・ ギターサークル ビバ・ギターラ
・ 千葉手打ち蕎麦の会
・ 千代田和太鼓
・ ドリーム・プラスワン 
・ ピース
・ マンドリーノ・チェリー
・ 四街道サークルぴこ
・ 四街道なぎさマジック
・ リサイクル手芸
・ レインボー
・ ＹＳＧＧバンド
・ ハイ・ポーズ

・ 手づくりの会
・ 折り紙であそ房
・ こまくさ会
・ 大正琴協会
・ ギターサークル ビバ・ギターラ
・ 千葉手打ち蕎麦の会
・ 千代田和太鼓
・ ドリーム・プラスワン 
・ ピース
・ マンドリーノ・チェリー
・ 四街道サークルぴこ
・ 四街道なぎさマジック
・ リサイクル手芸
・ レインボー
・ ＹＳＧＧバンド
・ ハイ・ポーズ

その他

ふ らっ と

と

ね む

と

せっ ちん
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「
総
合
公
園
の
植
生
調
査
の
会
」

　

総
合
公
園
の
里
山
の
環
境
を
守
ろ
う

と
始
ま
っ
た
会
で
、
た
ろ
や
ま
の
郷
で

も
定
例
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
で
活
動
縮
小
の
中
、
９
月
の
た
ろ

や
ま
調
査
は
少
数
で
行
い
ま
し
た
。
ど

ん
な
植
物
が
増
え
又
減
っ
て
い
る
か
、

希
少
種
の
様
子
な
ど
を
観
察
し
リ
ス
ト

化
し
ま
す
。
人
手
が
入
ら
な
く
な
っ
た

里
山
は
枝
葉
が
茂
っ
て
暗
く
な
り
植
物

の
種
類
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
種

は
土
の
中
で
次
の
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
て

い
ま
す
。

　

手
入
れ
を
続
け
た
総
合
公
園
で
は
、

６
３
０
種
以
上
の
植
物
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
里
山
再
生
中
の
た

ろ
や
ま
で
も
、
絶
滅
危
惧
種
や
今
の
四

街
道
で
は
見
ら
れ
な
い
植
物
が
出
て
き

て
お
り
、
柵
で
保
護
し
て
見
守
り
ま
す
。

今
年
千
葉
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
キ
ク

イ
ム
シ
の
対
策
を
試
み
る
な
ど
、
里
山

を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
四
街
道
拡
大
写
本
の
会
」

　
　
　
　
　
　

  

代
表　

越
島
陸
雄
さ
ん

　

コ
ロ
ナ
禍
と
は
い
え
、
教
科
書
の
作

成
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し

て
、
社
協
の
配
慮
を
い
た
だ
い
て
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
全
国
の
仲
間
の
中

に
は
、
活
動
場
所
が
見
つ
か
ら
ず
、
活

動
停
止
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
中
で
、
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
定
例
会

時
に
は
三
十
人
程
集
ま
り
ま
す
が
、
今

は
密
接
を
避
け
、
交
替
で
作
業
し
て
い

ま
す
。

　

定
例
会
以
外
に
も
、
個
人
で
の
印
刷

な
ど
、
部
屋
の
利
用
を
許
可
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
今
年
も

例
年
通
り
、
市
内
外
や
全
国
の
弱
視
の

小
中
学
生
・
高
校
生
に
、
拡
大
教
科
書

を
無
事
届
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

彼
ら
か
ら
喜
び
の
礼
状
が
届
く
の
を
励

み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
時
に
は
、
も
ち
ろ
ん
検
温
と
マ

ス
ク
使
用
の
ほ
か
、
入
退
室
遵
守
事
項

を
繰
り
返
し
メ
ー
ル
で
流
し
注
意
を
促

し
て
い
ま
す
。

　

  

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
街
道
メ
ダ
カ
の
会
」

  

|
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
大
切
な
も
の
が
|

　

講
演
会
「
有
機
農
業
の
す
す
め
」
は
、

会
場
が
狭
く
高
齢
者
の
参
加
も
多
く
延

期
。
流
し
ソ
ー
メ
ン
親
睦
会
も
中
止
。

三
密
を
避
け
る
な
か
、
人
と
人
と
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

自
然
の
保
全
は
待
っ
た
な
し
。
放
置

さ
れ
た
自
然
や
田
ん
ぼ
は
人
を
寄
せ
付

け
な
く
な
り
荒
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
流
行

の
中
で
も
、
た
ろ
や
ま
の
郷(

市
と
市

民
が
協
働
で
作
る
栗
山
に
あ
る
里
山)

の
保
全
活
動(

月
２
回)

は
続
け
て
い
ま

す
。
三
密
を
避
け
た
野
外
の
活
動
で
す
。

　

何
時
ま
で
も
子
ど
も
達
を
家
に
閉
じ

込
め
て
お
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

感
染
に
気
を
付
け
、
子
ど
も
も
参
加
し

自
然
の
中
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
月
一

回
の
河
川
で
の
生
き
も
の
調
査
も
継
続

し
て
い
ま
す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
人
が
自
然
と
の
調

和
を
乱
す
な
か
で
発
生
」
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
。

今、この時に
出来る事・・・

※各団体の写真は昨年以前のもので、マスク着用はしておりません。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
街
道
プ
レ
ー
パ
ー
ク

　

 

ど
ん
ぐ
り
の
森
」　 

古
川
美
之
さ
ん

　
「
２
０
２
０
年
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く

な
っ
て
い
く
み
た
い
」「
い
つ
も
の
よ
う

に
遊
び
た
い
！
」「
や
っ
て
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
！
」
子
ど
も
達
の
つ
ぶ
や
き

で
す
。

　

休
校
や
外
出
自
粛
が
続
き
ま
し
た
が
、

プ
レ
ー
パ
ー
ク
で
は
子
ど
も
達
が
本
当

に
辛
い
と
き
の
心
の
拠
り
所
、
居
場
所

と
し
て
の
役
割
は
果
た
し
た
い
と
考
え
、

情
報
を
集
め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
時

短
と
部
分
開
催
を
続
け
ま
し
た
。

　
「
ど
う
し
て
も
誰
か
に
会
い
た
い
と

き
、
話
が
し
た
い
と
き
は
ど
ん
ぐ
り
の

森
を
思
い
出
し
て
！
森
で
少
し
で
も

ほ
っ
と
す
る
時
間
を
も
っ
て
、
続
く
感

染
症
対
策
の
日
々
を
乗
り
越
え
よ
う
」

と
。
そ
し
て
家
で
も
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を

や
っ
ち
ゃ
お
う
と
、
動
画
『
＃
イ
エ
プ

レ
！
』
を
発
信
。

　

自
粛
中
に
も
遊
び
と
、
楽
し
み
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
。
笑
顔
は
何
よ
り
子
ど

も
を
安
心
さ
せ
る
の
で
す
か
ら
。

7 申し込み・問い合わせは四街道市ボランティアセンターへ  ☎ 4 2 1 － 6 3 0 0（社会福祉協議会内）

　　編集委員　Ｋ・Ｙさん
　編集委員になって１年と少々です
が、記念の100号に名前を連ねられ
ることに感謝。これまでの“てと手”
を積み上げてきた編集委員に感謝。
そして何よりボランティアの皆様に
感謝。

　　編集委員　Ｈ・Ｋさん
　今号は100号の節目として、あ
らためて市内のボランティア活動全
体を眺めてみました。そこで感じた
のは、四街道が高齢者やハンデの
ある人に優しく、また自然や史跡
の豊かな街であるということで
す。

　　編集委員　Ｈ・Ｗさん
　ボランティア活動の奥深さを感じ
ながら、編集に頑張っています。

　　編集委員　M・Wさん
　新型ウイルスの影響でボランティ
ア活動に制限がある状況ですが、リ
モートの活用など新たな試みも始
まっています。出来ることをみんな
で考えていけたらと思います。ファ
イト！

　　編集委員　Ｙ・Ｉさん
　四街道には多種多様なボランティ
ア団体があり、皆さんそれぞれの分
野で活躍されているとのこと、素晴
らしいことですね。“てと手”の編集
に参加させていただき３年目となり
ました。これからも頑張っていきた
いと思っています。

　　編集委員　M・Sさん
　「てと手」は四街道のボランティア
文化を掘り起こし、街の人々の心と
心を繋いでいます。100回もそれを
積み重ねてきたとは！！
　素晴らしいことだと思います。

　　編集委員　Ｈ・Ｉさん
　ボランティアに関わって10年余り
になりました。病院・老人ホーム・
子育て支援・その他いろいろ参加し
ています。どのボランティアでも、
お互いが一緒に楽しんで、一緒に成
長していくものだと思います。
　まだボランティアに参加したこと
のない方でも、あまり難しく考えな
いで、是非一歩を踏み出してくださ
い。

　　～地域にもっとコミュニケーションを！ ～
　新型コロナウイルスの影響で地域の集まりや、人
と会う機会が減ってしまっている中、3人の大学生ボ
ランティアが「地域のコミュニケーションを取り戻し
たい」という思いを胸にラジオ番組を始めました！
　リスナーの皆さんからのお便りやいろいろな人へ
の取材などを元に、大学生3人の等身大で自然体の
トークをお届けします。

～今回は特別に編集後記に代えて、編集委員がつぶやきました～

多くの学生がボランティアをしています
～ 今までの活動の一部をご紹介 ～

「中・高校生サマーボランティア
スクール」で市内のごみ拾い

四街道北高校「子育てサロンボランティア」

四街道北高校と愛国学園大学付属
四街道高校の「美術部のコラボ」

「中・高校生サマーボランティア
スクール」で市内のごみ拾い

四街道北高校「子育てサロンボランティア」 「学生アーティスト」として登録「学生アーティスト」として登録

四街道高校３年生選択授業 生活産業基礎
「アロマで手もみ」のボランティア体験
四街道高校３年生選択授業 生活産業基礎
「アロマで手もみ」のボランティア体験

四街道北高校と愛国学園大学付属
四街道高校の「美術部のコラボ」

　活動が将来の進路につながっ
た学生もいます。
　今年の夏休みは、活動の場が
少なかったのですが、今後も、
自分が好きなことや、自分に合っ
たボランティアを見つけてほし
いと思います。

 【よつまちラジオは】
★社会福祉協議会の
　ホームページから
　聴くことができます。

Mail：4channel@4machi.com
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講　師：林 重孝 氏
　　　　（NPO法人日本有機農業研究会副理事長）
日　時：11月8日（日） 14:00 ～16:00
会　場：四街道市文化センター3階
　　　　301/302会議室
主　催：NPO法人四街道メダカの会
参加費：無料　
※申込制：四街道メダカの会のホームページの「申込
　　　　　フォーム」から、または、
　任海　☎ 090-4204-3741 まで

お知らせ
講演会「有機農業のすすめ」１

　　―ボランティア活動相談―
　ボランティアセンターに登録している団体の活動
を、コーディネーターが紹介します。様々な活動の
中から、ご自身に合った活動が探せます。
　お気軽にお越しください。
日　時：１０月２２日（木）10:00 ～11:00
　　　　　　　　　　　  14:00 ～15:00
場　所：総合福祉センター３階 ボランティアセンター
問合せ：ボランティアセンター　☎ 043-421-6300
＊以上の日時以外も随時ボランティア相談を受けてい
　ます

ボランティアやったる Day！２

　新しいグループがボランティアセンターに登録しまし
た。加入団体が、80団体になりました。

● やまなし「月見の里」づくりの会
　小名木川が望める斜面を活かした竹林を整備し、
地域の方が気楽に立ち寄れる憩いの里とすることを目
指しています。近隣自治会、小学校、幼稚園、子ども
支援団体に参加を呼びかけ、楽しいイベントをしてい
ます。

問合せ：ボランティアセンター  ☎ 043-421-6300

①入浴後のドライヤーかけとお茶出しをしてくださる方
　日　時：月～土曜日　応相談
　　　　　10:00 ～16:00の間 1～2時間程度

②歌、楽器演奏、踊りなどを披露してくださる方
　木工、手芸など、物づくりを教えてくださる方
　日　時：月～土曜日　応相談
　　　　　14:00 ～15:00

③囲碁・将棋・麻雀
　日　時：月～土曜日　応相談
　　　　　10:00 ～15:00の間１時間程度

※新型コロナウイルス感染症予防の為、現段階では
ボランティア等、外部からの来所を制限させて頂い
ております。今後、活動の再開に関しては、下記に
お問い合わせくださいますよう、よろしくお願いいた
します。
問合せ：深澤　☎ 043-304-7411

四街道ケアセンター そよ風 （物井1596-4）１

①ドライヤーボランティア
　入浴後の患者さんの髪の毛をドライヤーで乾かし
てくださる方。

②小学生・中学生との運動遊び
　＊大学生以上の方にお願いしています。
　子どもたちと一緒に運動遊びをしてくださる方。
お時間があるときのみの参加でもかまいません。

③個別活動ボランティア
　パソコン支援、麻雀（経験者歓迎）、ゲーム、話
し相手など、患者さんの希望に応じて個別に関わっ
てくださる方。

④園芸ボランティア
　病棟周辺の花壇の手入れ等を行ってくださる方。
日　程　年間通じて
時　間　応相談
場　所　重症心身障害病棟

＊①～④の共通事項
・食事 なし　・交通費 なし　・駐車場代 無料
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、当
面①、②、③の患者さんとの接触があるボランティア
の活動は、中止させていただいております。④に関し
ては、現在募集しております。今後、活動の再開に
関しては、下記にお問い合わせくださいますよう、よ
ろしくお願いいたします。
・問合せ：療育指導室 髙原　☎ 043-422-2511

下志津病院 （鹿渡934-5）２

と うみ


